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2015 年 7 月の『拓蹊』に掲載した拙文で、私は中国での留用と学校で人生
観を学んだと書いた。その人生観とは、幾千万の働く人々の幸せな社会をつ
くる、日本でつくるということであった。 
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1953 年の 1 月あるいは 2 月頃、横川次郎氏（元満鉄調査部）、中川氏（東
亜同文書院出身）２から瀋陽のホテルに呼び出されて、北京にある日共の機関
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れを中共軍が鹵獲した物であろう。なお、受信機は米国 RCA 社製であった。 
その他、編集部においては、中国文の『参考消息』（タブロイド判）、『参考
資料』（B5 判、10 数頁）を情報源とした。いずれも中国側が外国の放送・通
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支援で 1952 年 5 月 1 日から自由日本放送を開局し、その主張や見解を日本
国内に発信するようになったことなどを、次第に理解できるようになった。







とはなかった。そして 1953 年 10 月 13 日に死去した。徳田の仮葬儀は北京
機関の幹部用宿舎で行われ、私も参列して見送った。中国共産党の代表とし
て朱徳さん（人民解放軍の元老）がお見えになったことは目撃した。ただ、











はあらわれなかった。野坂参三はあまり表に出なかった。ただ、1953 年 3 月





















休養所を作り、私も 1953 年夏に 1 週間ほど休養に出かけた。その時に見た
ことがない人が現れたが、それが中村翫右衛門だった。そこで、役者の早口
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帰国後 1935 年に最後の中央委員として逮捕・投獄された。1950 年コミンフ
ォルム批判をめぐっては、徳田らの「所感派」を批判する立場をとっていた。
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方を電波を通じて日本の働く人々に伝えることを使命としていた。1952 年 5


























た人々が約 100 人いた。総数は約 1500 人、ほかに炊事、小中学校、病院、
保育関係者らを入れると総勢 2000 人に及ぶ規模であった。そのために、北
京の西郊外に鉄筋コンクリート 3 階建のアパート式宿舎 5 棟、2000 人収容
－51－
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できる大食堂、大講堂、総合病院、浴場、理髪、クリーニングなどが完備さ
れていた。同校は 1957 年 3 月に閉鎖され、学生は一年ばかり中国のいくつ

























た。機関（配置図Ⓐ）の 2 階に袴田ら幹部の事務所が置かれ、1 階には調査
班として 5 人ほどおり、受信班は 2 人であった。受信班での私の仕事は、も
はや NHK のニュースを聞き取る必要はなくなり、共同通信のファクシミリ
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 1956 年初めから、57 年夏に袴田・河田の両名が帰国するまでの期間、袴
田は 56 年 2 月のソ連共産党第 20 回大会に出席するなど、いくらかの国際活
動をしていたことは窺えた。だが、六全協後の宮本顕治が主導権を握った日
共中央からいかなる任務を与えられていたのかは窺い知れなかった。袴田は、
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の二階の一室に起居していた。私はその隣の部屋に住み、57 年 9 月から労農
速成中学に通った。日曜や夏休みなどの休日には庭にあるピンポン台で対戦
したが、60 歳を過ぎておられながら大変お元気であった。私が 1958 年 8 月
に胃穿孔を発症し七転八倒した際には、中国の勤務員に連絡していただくな
ど、お世話になった。高倉氏は、1958 年 10 月にウズベク共和国タシュケン
トで開かれた第 1回アジア・アフリカ作家会議に出席されるまで北京にいた。
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て」などの論文を発表し、スターリンについて事実に照らして功罪は 7 対 3
という評価を行ない、マルクス主義の基本原則の堅持を主張した。 
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接見して励ました。66 年 11 月には、外務省の妨害と日共中央のボイコット
で訪中が遅れた青年約 100 余名が第 2 次の交流団として訪中し、第 1 次と同
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各党に代表団派遣を申し入れた。そして翌 66 年 2 月、日共代表団の三国訪
問とソ連をベトナム支援の国際統一戦線に入れるべきことを発表した。 
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同コミュニケを発表したい、加えて毛沢東主席との会見も実施したいと、要
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中央が国谷氏（当時 35 歳） 右から 2 番目が母（当時 60 歳） 
－65－
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は丹東に移り、さらに 1946 年 9 月にはハルビンにまで移動した。そして和
田は、牡丹江の航空学校（林弥一郎などの日本人が教官として協力した中共
軍初の航空学校）政治部日工科（日本人工作科）科長に就任した。その後、
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同科長は杉本一夫に引き継がれ、和田は佳木斯市の総後勤部総政治部民族科
に異動となり、同地で民主新聞の発行に従事した（水野正昭「中国人民解放
軍従軍 記（ 1 ）」中 文会ホーム ページ、 chuubunkai.web.fc2.com/ 


























百度百科 https://baike.baidu.com/item/谷内百合子/442975?fr= aladdin 
2018 年 12 月 27 日閲覧）。 
６なお、岡田文吉は、1939 年網走刑務所を満期で出獄後、1941 年には中共根
拠地延安に渡り、野坂参三と共に日本人反戦同盟の活動を指導している。そ
の際にいかに延安へ入ることができたかについては、ぬやま・ひろし「徳田
球一の日本脱出記―岡田文吉同志にささぐ―」（楊国光『ある台湾人の軌跡―
楊春松とその時代』露満堂、1999 年、原載は『毛沢東思想研究』）で語られ
ている。 
－71－
